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令和４年 新年試筆 実施要綱 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ （事業の概要及び主旨） 

機関誌事業の一環として、広く一般の方も対象とし、書技の向上、書道の普及、優れた 

 人材の育成を目的として実施する学生部の書き初め競書。 

 

２ （募集） 

（１）機関誌：「学生書芸」１１月・１２月・１月号により募集掲載。 

（２）ホームページ：令和３年１０月１２日から募集掲載。 

 

３ （出品資格） 

 中学３年生までの会員及び機関誌「学生書芸１１月・１２月・１月号」の購入者。 

 

４ （出品料） 

 無料 

 

５ （課題） 

 機関誌に掲載しています。 

 

６ （作品・出品総括表提出） 

（１）規格体裁：横２０㎝×縦６７㎝（書芸院展用紙と同規格）の書道用紙を使用し、マ 

        クリ（無表装）のまま提出。 

※用紙は公益社団法人 日本総合書芸院事務所でも少数単位で頒布して 

います。 

（２）締切日：令和４年１月１２日（水）＜厳守＞ 

 

 

 

作品締切：令和 4 年 1 月 12 日（水）  

審  査：令和 4 年 1 月 21 日（金）午前 10 時から事務所 2 階 

展  示：令和 4 年 2 月 22 日（火）から 2 月 27 日（日）午後 4 時まで 

表 彰 式：令和 4 年 2 月 27 日（日）午前 11 時から 

送付先：公益社団法人 日本総合書芸院事務局宛  

       〒248-0002 神奈川県鎌倉市二階堂 4-5 ☎0467-23-2100 
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７ （出品券及び氏名揮毫） 

（１）出品券：機関紙１１月号、１２月号、１月号に掲載添付した出品票を切り取り、教室 

名を記入（スタンプ可とする）の上、例のとおり作品に糊（でんぷんのり） 

で貼り付けて取り纏め提出。 

※会員以外は、教室名を公募と記入してください。 

 

    ＜出品券記載例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）氏 名：作品に毛筆で学年・氏名を書く。（例参照）読みにくいときは保護者様が 

       わきに丁寧に鉛筆で書いてください。 

 

８ （審査） 

（１）毎年度ごとに選任される新年試筆審査委員により、学年ごとに審査し、賞を決定する。 

（２）出品者に対し、学生書芸賞（各学年１名ずつ）、特選、秀作、入選を、学年ごとの出 

品数に応じて割り振る。  

 

９ （発表・通知） 

（１）学生書芸３月号に全出品者の氏名を賞ごとに掲載し発表する。 

（２）学生書芸賞の作品１０点（各学年１名ずつ）は、作品写真を３月号に掲載。 

（３）表彰式及び新春展での展示を通知するため、機関誌３月号発表に先んじて特選以上の 

受賞者に連絡する。 

 

１０（表彰式） 

  新春展会場に於いて受賞者の表彰式（賞状・賞品の授与）を行う。 

（１）対象：学生書芸賞・特選受賞者 

（２）日時：令和４年２月２７日（日）午前１１時より 

    ※30分前に会場入り口で受付開始。 

（３）会場：鎌倉生涯学習センター地下ギャラリー（新春書道展会場） 

（４）授与者：本院理事長または副理事長 
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 ※表彰式の詳細な流れについては別に計画する。 

１１（展示） 

（１）対象：学生書芸賞、特選の作品 

（２）日時：令和４年２月２２日（火）から２月２７日（日）まで 

    午前１０時から午後５時まで 

※但し初日は、午後１時から 最終日は午後４時まで 

（３）会場：鎌倉生涯学習センター地下ギャラリー（新春書道展会場） 

 

１２（賞状・賞品について） 

（１）学生書芸賞・特選受賞者には、賞状及び楯を表彰式で授与する。 

（２）秀作受賞者には、賞状を２月下旬に送付する。 

 

１３（個人情報） 

個人情報への不正アクセス・紛失・破損・改ざん・漏洩などを防止するため必要な措置を

講じ、安全対策を実施し個人情報の厳重な管理を行なう。 

 

１４（作品の保護）   

作品は努めて保護し、不可抗力の場合は免責とする。 

 

１５（補 足） 

その他この事業の実施に関して必要な事項は理事長が別に定める。 

 


